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既設水路が老朽化して漏水が多く、開渠

水路では管理上大変であることから、暗渠

（ボックスカルバート）に新設する雨水幹

線工事（ボックスカルバート1 , 5 0 0×

1,500×2,000 L=123ｍ）の工事です。

工期的に幹線水路で農繁期が終了した時

からで、停水時期が11月から２月までの

ごく短い期間に限られておりました。その

為、ボックスカルバートも事前に二次製品

会社に発注しなければなりませんでした

が、工事区間の上下流は既設水路に擦り付

けの現場の為、延長の最後は短尺物で対応

しなければなりません。さらにボックスカ

ルバートはＰＣ鋼棒の縦締めでもあり、割

付図より製品の誤差等を考慮し短尺物の注

文を致しました。工事も順調に工程通りに

進捗して参りまして残すところあと数本と

と言うところで、短尺部分の寸法が当初注

文した長さで良いか確認したところ、誤差

等を考慮したよりも大きく、注文の寸法で

は長すぎる事が判明し、再度短尺物を注文

致しましたが製品が現場に納品され施工完

了が通水時期にずれ込む事態になってしま

いました。

発注当局、関係者には多大なご迷惑をお

掛けする事になり、当初の割付図からの製

品誤差の検討が甘かった事を痛感致しまし

た。当初から納品された製品の寸法を管理

し、割付図の修正を行い早期に短尺寸法の

決定をせずに、工期最終から逆算して注文

するべきであったと反省しています。
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工事は農業用水路工事（現場打３面水路

L=150ｍ、H=1.5ｍ）で、農繁期が終わり、

用水使用が終了した時点からの着工となり

ました。既設水路を取り壊し、水路底版部

の型枠、鉄筋施工後のコンクリート打設の

時期には外気温も下がり、寒中コンクリー

ト打設のため、寒中養生が必要になり、練

炭養生の準備をいたしました。コンクリー

ト打設終了後、ブルーシートにて打設箇所

を覆い練炭を設置しその日の作業は終了と

なりました。

翌日、養生の状況と練炭の取り替え、又

一酸化炭素中毒にも注意しなければならな

いので計測器を持参し、現場に行ったとこ

ろ、覆っていたブルーシートが練炭養生部

分の広い範囲で溶けており、ブルーシート

が練炭により溶けてしまったと思われま

す。

その日はそれほど気温が低下しなかった

のですが、型枠解体後の７日目にシュミッ

トハンマーで計測したところ、強度的には

問題ありませんでした。

練炭に無造作にブルーシートを掛け、練

炭との間隔まで注意せず作業を怠った為に

起きた失敗です。


